
第３号標式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

鑿雪鑿薑 鑿篝霊薑

注１砿当するロには．レ印をRa入してください。約定平栗者以外の事粟者の方はし印の記入は不要です。

２「避取年度」とは計画期間のIMI年度を、「日揮年度」とは叶団期間の鮭終年度を、ｌ報告ＩＷｒｊとは計画期間のうち、今回報皆の対象となる平広を1,､います。

３「事乗所等排111区分」とは取郁府内の癖粟所等の事纂活動のためのエネルギーの使川に伴い発生するin室効果ガスを、「輸送miHi排111区分」とは自助H1[運送平栗者についてI土使1Wの本樋の位置を京都府IAlとするmMiの
排出するill帝効果ガスを、鋏iii事業者につ1,､てI土保有する貨物車両又は旅客Ｈ１[両の排出する沮竃効采ガスを、「その他排出区分」とは上湿以外の京都府内における事業所専の本業活動に伴い発生する但宝効果ガスをい
い董寸。

４「原111位当たりの、宝効果ガス排出丘等」の「用適区分」には、○○工場、事務所などの111途を記入してください。「原111位の揃掘」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる桁瞭（生産致迅、廷ぺ床面積．
走行歴Hf等）を記入してください。

５「その他の埴球沮硬化対jIrによる沮索効果ガスの1M波、等」のうち「森林の保全ＬＡび麺伯」の「ロ侭年度（111･面）ｊ欄にはif百期INI中のlEIM1の累計を．「報告年度（実按）」Iilには爽絃の巣8}を8巳人してくださ'１，．

６「特配可ＦＪＵｎには、sIz成２年度（１９９，年度）を基嫡とした排【11且の対比や、省エネ製品朋発など他者のill竃効jULガス排１Ｍﾘ域への貢献、グリーン飼達の採用、特定フロンなどの条例指定外の沮窓効果ガスのｉＷ城な
どを妃入してくださ],､。

住所〔法人にあっ
ては、主たる専務
所の所在地）

東京都板橋区成増５丁目９番地７号

氏名（法人にあっ
てl土、名称及び代
表者の氏名）

株式会社湖池屋代表取締役社長田子忠

躯業者の主たる
業種 菓子製造業

該当する事業者
要件 Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して11500キロリットル以上））

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者〔大規模運送卒業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当卒業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

工鍋内の全工程におけるエネルギー使用鮭を把握し、この結果を基に改善を進め、平成１９年度を基準として
3％の温室効果ガス排出量の削減を目指す。

推進体制 従来の省エネ体制を改組し環境プロジェクトを発足させ、初回目標として平成22年２月～12月の範囲で昨年同期よりもＣＯ２換算で５％削減を
目指している。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
腰の状況

年度

20年度

21年度

22年度

設備、対象、工程等

空調機

ボイラー設備

燃焼股備、照明設繍

措極内容

空調機を高効率型に更新し電力削減を図った゜

旧式ボイラー２基を廃棄し高効率型ボイラー１基を導入し既股の高効率型ボイラーとで灯油削減を図った゜

燃焼設備での燃料転換（灯油からＬＮＧ）を図り、照明のＬＥＤ化で地力の削減を目指す。

温室効果ガスの
排出赴等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

雪Ｌ拝一Ｆ陸上ｑプ官旺FUノ

(１９〕年度
(二酸化炭素換算）

日係年度（計凹）

(２２〕年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度〔実綴）

(２１）年度
(二鹸化炭秦換算〕

増減率
(実績）

9,046.0ｔ 8,601.0ｔ -4.9％ 10j806.0ｔ 1９．５船

ｔ ｔ 船 ｔ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 船

＊Ｕ 9,046.0ｔ ▲２ 8,601.0ｔ -4.9％ 中４ 10,806.0ｔ 19.5船

生産麓の増加でエネルギー趣も多くなり二酸化炭素排出趣も地ｶﾛした。しかし、基準年度と比較
して生産丘が２７％の増加率であった事を考慮すれば、二酸化炭素の排出戯は抑えられている。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出肚等

用途区分 原単位の指標

諭江飴 呈駕蕊騨
二酸化炭素換算

二酸化炭素換騨

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 墹減率〔実綱）

0.862ｔ-CO2／ｔ 0.820ｔ-CO2／ｔ －４．９船 0.809ｔ-CO2／ｔ -6.2軸

船 ％ 

船 船

原単位での増減率は-6.2％と計画した増減率を達成できている。効率の良い生産を実施し運転管理での
二酸化炭素排出丘の低減ができたと考える。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減趣等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した1魅力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減迂等合計

目標年度（計画）

取組趾等 (二酸化炭素換算〕

(駐備而nV） hａ 吸収且 ｔ 

(利用丘〕 ｍ３ IPI城且 ｔ 

(兜趣且） kwｈ 削減且 ｔ 

(然供給量） GＪ 削減且 ｔ 

(幽入丘） kwｈ 削減丑 ｔ 

(鱗人且） ｔ (削減且） ｔ 

＊３ｔ 

報告年風 (実績）
取組丘等 (二酸化炭素換算）

益伯面祇） hａ 吸収缶 ｔ 

利川、） Ⅱ、、 削減愚 ｔ 

兜冠赴） kwｈ 削減国 ｔ 

熟供給量） GＪ 削減且 ｔ 

峨入丘） kwｈ 削減日 ｔ 

(購入通） ｔ (削減且） ｔ 

＊５ｔ 

差引排出丘

(排出合計一削減等合叶〕

基麺年度（実績）

＊】90046.0ｔ

目標年度（計画）

(･2)-⑭3）8,601.0ｔ 

噌減率（計画〕

-4.9％ 

報告年度（実績）

(･$)-(B5I lOo806､０ｔ 

墹減率（実級）

19.5％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

昨年度に続き、地球緑化センターを通じCO2削減対象商品にて、騨入l袋につき国連発行のCO2削減枠を１０９購入し家庭部門でのCD2削減活動に
寄与している。又、北海道空知郡南富良野IBTにおいて「ほつかいどう企業の森林づくり」『湖他屋の森』協定を結び森林保全（7.24ha）
で社会貢献をしている。

特記事項


